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　　　　　　　　　　　ヘ　　ノ　　　　 　 　　 實　際計　三三 際計　算
｛瀦分、ヒ　O’00’221．。彦001’88α0050な，ノ00085
｛　　N，　　　　　　　41回　　　41．3　　　29回　　　26．3
　古い霞月食の統計　上の結果を見ればP計算の値が實際の値よりも凡そ
3％だ小さく又N、は日食においてはよく一致するが月食にては計算の値が
かなり實際の値よりも小さい，しかしかようなる種類の問題ξしてはこの
爾者はまつ大燈に於て一致して居るべきであらう，
　この爾者の値の不一致は何より回るかミいへば一つには理論の不完全よ
り來り…つには材料の不足より來るのである．
240 日月食の頗度について　（松隈健彦）
　理論の不完全εいふのは前にのべtこ通り月の蓮動は非常にこみいって居
り太陽も亦楕圓蓮動をなして居るにかSわらすこの爾者はさちらも園蓮動
をなせるものミ治定したΣめである，このこみいった寸寸の不整の中その
一部分はPを求めるる現在の計算に取り入れるこミかできるけれ♂も（そ
の計算は鯨りに專門的になるから省く）その凡ての不整をミりいれるこε
は恐らく不可能であらうε思ふ．
　材料の不足ε言ふのは前に與ヘナこT、の値は1884年より1902年までのさ
うすについてs“ある，しかしながらサロスの異なるによってT、その他の
値が多少異なるは言ふまでもなく現在吾々のえらんだサロスは或はこの問
題のナこめには非常にわるい材料を提供して居るかも知れぬのである，是を
さける爲めには非常に長い期間に亙って調査しそれから材料を得る事が必
要である．是を研究するにはOppolezerのCanon　der　Finstemisse（1897年）
の右に出つるものはない，この書物はオツボルツアが畢生の精力を早し
紀元前年1202頃から紀元後2150年頃まで3400年間に亙って凡ての日月
食についてその「食の要素」を計算して表にしkものである，その中には
日食：が8000回月食が5150回含まれて居る，月食に依てはその縫綾時間
がそのまN要素ミしてあけられて居るから軍にそれを加へ合すればよろし
いが日食に看ては磯績時間は直接あけられて居ないε他の要表から計算す
る必要がある，勿論個々の日食について櫃綾時間を出すこεは大した勢力
ではないが8000回に亙って計算を行ふには相當の時間ξ忽耐εを要する，
私には只今その時間もなく忽耐も持合せがないのでこのまXこNに掲げた
吹第である．
　　この問題に私がまだ學生時代につSいたまS十年聞机の中にしまってあ
　　つたが最近ある機會な得て理論の不完全なる逮ななほし叉新しき研究か
　　加へてこsi：かsぐる次第である
　　　　　　　　　　（東京物理學校雑誌第384號より）
